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連
載
 第
２
回
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　
分
か
ち
合
う
 仕
事
も
家
庭
も
喜
び
も

　
前
月
号
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
の
た
め
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
が
重
要

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
地
域
の
課
題
や
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
視
点
か
ら
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

２
月
に
策
定
し
、
男
女
が
共
に
地

域
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
状
は
、
地
域
づ
く

り
へ
の
参
加
は
、
男
性
も
女
性
も

ま
だ
ま
だ
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
理
由
に
は
、
長
時
間
の
労

働
な
ど
に
よ
り
仕
事
と
生
活
の
調

和
が
取
れ
な
い
た
め
、
地
域
活
動

に
か
か
わ
る
時
間
が
取
れ
な
い
こ

と
や
、
今
な
お
根
強
い
性
別
に
よ

る
固
定
的
役
割
の
概
念
に
よ
っ
て

活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
れ
な
い

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、

い
か
に
多
く
の
主
体
団
体
を
巻
き

込
ん
で
い
け
る
か
が
重
要
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
基

づ
き
、
平
成
　
年
に
決
定
し
た
、

１７

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
第
２

次
）
に
お
い
て
、「
男
女
共
同
参
画

に
よ
る
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く

り
」
を
重
点
事
項
の
一
つ
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
域
や
そ
こ
に
住
む

人
々
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
は
、

新
た
な
視
点
や
発
想
を
生
み
出
し

た
り
、
た
く
さ
ん
の
人
材
の
活
用

に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
な
ど
の
理

由
か
ら
、
男
女
が
共
に
考
え
、
協

力
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
で
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
市
で
も
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
し
「
登
米
市
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」
を
平
成
　
年
１９

　
男
女
が
共
に
、
主
体
的
に
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

●
一
人
一
人
が
働
き
方
へ
の
考
え

　
を
変
え
て
み
る

●「
社
会
的
性
別
」（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）

　
の
視
点
を
持
つ

な
ど
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実

現
や
、「
男
の
仕
事
」
や
「
女
の

役
目
」
な
ど
、
性
別
に
よ
る
固
定

 「
社
会
的
性
別
」

　
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
と
は

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　

０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
３

２２

「
カ
エ
ル
！
ジ
ャ
パ
ン
」

「
会
議
の
開
始
時

刻
や
、
持
ち
方
を

み
ん
な
が
参
加
し

や
す
い
方
法
に
変

え
て
み
る
」
な
ど
、

地
域
の
活
動
の
仕

方
を
何
か
一
つ
、

今
日
か
ら
変
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

的
役
割
の
概
念
を
な
く
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
参
加
し

や
す
い
時
間
帯
を
工
夫
す
る
な
ど
、

多
く
の
人
が
か
か
わ
り
や
す
い
環

境
を
作
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
男
性
も
女
性
も
意
欲
に
応
じ
て
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
は
、
男
女
が
共

に
地
域
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
社

会
で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
の
実

現
の
た
め
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る

取
り
組
み
で
す
。

り
組
む
、
市
民
が
つ
く
る
「
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
策
定
を

支
援
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
住
民
が
、
結

び
付
き
を
深
め
な
が
ら
地
域
の
魅

力
や
課
題
な
ど
を
話
し
合
い
、
そ

の
解
決
方
法
や
行
動
計
画
な
ど
、

地
域
の
将
来
像
を
ま
と
め
る
も
の

で
す
。

　
現
在
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指

定
し
て
い
る
３
地
区
で
、
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
作
成
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
市
民
の
参
加
に
よ
る
作
成

を
目
指
し
、
多
く
の
女
性
や
若
者

が
か
か
わ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

ま
す
。

市
民
が
つ
く
る
「
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
」

男
女
共
同
参
画
に
よ
る

地
域
づ
く
り

今
、
地
域
に
求
め
ら
れ

て
い
る
取
り
組
み

地域の課題について話し合う皆さん

　
人
間
に
は
生
ま
れ
つ
い
て
の
性

別
が
「
男
性
」
か
「
女
性
」
か
と

い
う
「
生
物
学
的
性
別
」
が
あ
る

ほ
か
、
社
会
通
念
や
慣
習
に
よ
っ

て
作
り
上
げ
ら
れ
た
男
性
像
（
男

ら
し
く
）
や
女
性
像
（
女
ら
し
く
）

な
ど
の
「
社
会
的
性
別
」（
ジ
ェ

ン
ダ
ー
）
が
あ
り
ま
す
。

　
社
会
的
性
別
は
、
そ
れ
自
体
に

良
い
、
悪
い
の
価
値
を
含
む
も
の

で
は
な
く
、
国
際
的
に
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
社
会
的
性
別
の
視
点
を
持
つ
と

い
う
こ
と
は
、
性
差
別
や
性
別
に

よ
る
固
定
的
役
割
分
担
、
偏
見
な

ど
が
社
会
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
意
識
し
、「
男
（
女
）

だ
か
ら
」
と
い
う
意
識
を
変
え
て

物
事
を
見
た
り
考
え
た
り
し
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
市
で
は
、
地
域
を
活
性
化
し
住

み
よ
い
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
、

地
域
の
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
取
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寒
さ
も
本
番
を
迎
え
、
暖
房
に

使
用
す
る
灯
油
の
消
費
が
増
え
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
灯
油
な
ど
を
保
管
し
て
お

く
油
タ
ン
ク
が
、
地
震
や
事
故
な

ど
で
転
倒
し
て
油
が
流
出
し
た
場

合
は
、
火
災
を
発
生
・
拡
大
さ
せ

る
大
き
な
要
因
と
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
河
川
な
ど
に
流
入
す
る

と
、
環
境
を
汚
染
す
る
ば
か
り
で

な
く
処
理
費
用
は
原
因
者
負
担
と

な
り
、
高
額
の
出
費
と
な
り
ま
す
。

　
事
故
が
起
き
て
か
ら
慌
て
な
い

た
め
に
も
、
油
タ
ン
ク
は
堅
固
な

基
礎
固
定
と
流
出
防
止
の
措
置
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
転
倒
防
止
措
置
に
つ
い
て
の
ご

相
談
は
、
消
防
本
部
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
】

　
消
防
本
部
予
防
課

　
緯
０
２
２
０（
　
）１
９
０
０

２２

市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

防防防防防防防防防防防防防防防防防
 災災災災災災災災災災災災災災災災災
 ミミミミミミミミミミミミミミミミ
ニニニニニニニニニニニニニニニニ
情情情情情情情情情情情情情情情情

ミ
ニ
情
報報報報報報報報報報報報報報報報報

⑤
油
タ
ン
ク
に
は

　
流
出
防
止
措
置
を

第
４
回

登
米
市
民
卓
球
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１２

２１

　
■
会
　
場
　
中
田
総
合
体
育
館
　

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
千
葉
隆
一
（
登
米
ク
）

　
第
２
位
　
佐
藤
裕
（
登
米
ク
）

　
第
３
位
　
菅
原
弥
（
川
面
R
）

　
　
　
　
　
及
川
雅
史
（
川
面
R
）

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
辺
見
美
月
（
登
米
ク
）

　
第
２
位
　
藤
浦
瞳
（
南
方
中
）

　
第
３
位
　
只
野
幸
恵
（
登
米
ク
）

　
　
　
　
　

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
及
川
雅
史
・
菅
原
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
川
面
R
）

　
第
２
位
　
酒
井
一
・
猪
又
寿
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
登
米
ク
）

　
第
３
位
　
北
條
敏
治
・
佐
藤
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
登
米
ク
）

　
　
　
　
　
佐
藤
裕
・
千
葉
隆
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
登
米
ク
）

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
藤
浦
瞳
・
門
脇
葉
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
方
中
）

　
第
２
位
　
皆
川
理
沙
・

　
　
　
　
　

　
第
３
位
　
菅
原
邦
子
・
大
畑
樹
里

　
　
　
　
　
　
　
　
  （
迫
愛
好
会
）

　
　
　
　
　
寺
川
千
晶
・
佐
藤
美
涼

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
田
中
）

【
小
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
加
藤
周
一
朗

　
　
　
　
　
　
　
     （
米
山
卓
協
）

　
第
２
位
　
後
藤
玲
央
（
東
和
ピ
）

千
葉
茉
亜
莉（
中
田
中
）

千
葉
茉
亜
莉（
中
田
中
）

　
第
３
位
　
高
野
廉
 （
米
山
卓
協
）

　
　
　
　
　
小
泉
明
輝

　
　
　
　
　
　
　
　
 （
米
山
卓
協
）

【
小
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
千
葉
ま
り
の

　
　
　
　
　
　
　
 （
南
方
ス
ポ
少
）

　
第
２
位
　

　
第
３
位
　
細
浦
つ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
 （
佐
沼
卓
ク
）

　
　
　
　
　
菅
原
彩
加
 （
東
和
ピ
）

【
シ
ニ
ア
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
大
崎
真
治

　
　
　
　
　
     （
志
津
川
高
教
員
）

　
第
２
位
　
北
條
敏
治
（
登
米
ク
）

　
第
３
位
　
藤
浦
秀
敏
（
登
米
ク
）

　
　
　
　
　

　
第
１
位
　
岩
井
英
一

　
　
　
　
　
　
　
   （
た
ん
ぽ
ぽ
ク
）

　
第
２
位
　
高
橋
和
郎

　
　
　
　
　
　
　
　（
迫
フ
ェ
ニ
）

　
第
３
位
　
杉
田
功
（
ラ
ー
ジ
和
）

　
　
　
　
　
佐
藤
政
則

　
　
　
　
　（
石
森
卓
球
愛
好
会
）

　
第
１
位
　
渡
部
か
つ
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
迫
フ
ェ
ニ
）

　
第
２
位
　

　
第
３
位
　

　
　
　
　
　

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
杉
田
功
・
岩
井
英
一

　
　
　
　
　
　
　
　（
ラ
ー
ジ
和
）

　
第
２
位
　
梅
川
初
雄
・

　
　
　
　
　
小
野
寺
克
己

　
　
　
　
　
　
　
　（
迫
フ
ェ
ニ
）

　
第
３
位
　
高
橋
和
郎
・
白
石
和
夫

　
　
　
　
　
　
　
　（
ラ
ー
ジ
和
）

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
鹿
野
た
ま
ゑ
・

　
　
　
　
　
渡
部
か
つ
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
迫
フ
ェ
ニ
）

　
第
２
位
　
岩
渕
育
子
・
三
條
照
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
ラ
ー
ジ
和
）

秋
葉
つ
ぐ
み
（
東
和
ピ
）

小
野
寺
智
之
（
登
米
ク
）

目
黒
京
子
（
迫
愛
好
会
）

三
條
照
子
（
ラ
ー
ジ
和
）

岩
渕
育
子
（
ラ
ー
ジ
和
）

大盛況でした！「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン」

　「美味し国　伊達な旅」と題して、昨年１０月から１２月

まで「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン

（ＤＣ）」が宮城県で開催されました。

　この期間中、市では「北上川の舟下り体験」や「教

教育資料館ライトアップ

全国はっとフェスティバル

育資料館のライトアップ」、「横山不動尊秘仏の特別御開帳」、「全国はっとフェ

スティバル」など多くのイベントが催され、JRびゅうバスの運行などとも併せ

て、大勢の観光客の皆さんに登米市に足を運んでいただきました。

　また、市を訪れる観光客への「おもてなし研修会」の実施や「観光ボランティ

アガイド」の育成など、ＤＣを契機にして市内各団体でさまざまな取り組みが

行われ、観光資源の掘り起こしや観光客の受け入れ体制の整備が行われました。

　「仙台・宮城ＤＣ」は１２月で終了しましたが、このキャンペーンを一過性のも

ので終わらせないために、県ではＤＣで培った体制や事業を引き継ぎ、平成２１・

２２年度の２カ年間「ポスト仙台・宮城ＤＣ」の実施を計画しています。市でも

ＤＣの成果を踏まえて関係団体と連携し、引き続き観光客の誘客を進めていく

予定です。

【問い合わせ】　産業経済部商工観光課　観光物産係　緯０２２０（３４）２７３４

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】


